
 

 

 

 

 

 

人権週間にあたり ～児童会発信の取組～ 

 昭和２３年１２月１０日、国際連合第３回総会において、全ての人民と全ての国とが達成

すべき共通の基準として、「世界人権宣言」が採択されました。 

 世界人権宣言は、基本的人権尊重の原則を定めたものであり、人権保障の目標や基準を初

めて国際的にうたった画期的なものです。採択日である１２月１０日は、「人権デー」と定

められています。 

 法務省の人権擁護機関では、人権デーを最終日とする１週間（１２月４日から１２月１０

日）を「人権週間」と定め、昭和２４年から毎年、各関係機関及び団体とも協力して、全国

的に人権啓発活動を特に強化して行っています。 

本校も例外ではなく、子どもたちが主役となり、『「誰か」のことじゃない。』をキーワー

ドに、児童会が人権に関する動画や『富木島小オリジナルいじめ防止宣言』を作成するなど、

主体的な取組が見られました。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 また、卓球女子日本代表の平野美宇さんの母親は、こんな言葉を大切にしているとのこと 

です。参考までにご紹介します。 

 

 

 

 

 

 私は、以下のように考えました。皆さんは、どう考えますか？ 

 

【第２７４号】       
発 行 Ｒ５．12．６        

  東海市立富木島小学校        
 ＴＥＬ 052-601-5311        
ホームページ  富木島小 検索 

富木島小オリジナルいじめ防止宣言の骨子 

２ みずから伝える 

１ みとめ合う 

３ みんなに流されない 

４ みのがさない ４つの『み』でいじめをなくそう！ 

結局、人生で一番大切なことって自分の存在自体を好きになることだ

と思うんです。自分が幸せじゃなかったら、人を幸せにできないし、自

分が幸せだからこそ人の幸せを素直に喜べる。 

平野真理子（冒険家） 

人権＝「自分を大切にする」＋「周りの人を大切にする」 
 

共 生 



◇今年の漢字は何だと思う？ 

 「今年の漢字」は、１９９５年から漢字の素晴らしさや奥深い意義を伝えるための啓発活 

動の一環として始まりました。毎年年末に一年の世相を表す漢字一字を全国から募集してい 

ます。 

そして、最も応募数の多い漢字を１２月１２日（いい字一字）の「漢字の日」にちなんで、 

京都・清水寺で森清範貫主の揮毫により発表しています。そして、一年の出来事を清めると 

ともに新年が明るい年になることを願い、清水寺にて奉納の儀式を行っています。 

 さて、１２月１２日の発表を前に、私なりに「今年の漢字」を考えました。当たっていた 

ら褒めてくださいね。 

 この漢字は、『復活』の『復』から選びました。今年の５月から 

コロナウイルス感染症が５類に引き下げられ、さまざまな活動に 

制限がなくなり、『復活』した年だと考えたからです。 

 富木島小においても、給食の時間が黙食から会食となったり、 

運動会もペア運動会から全校運動会になったりしました。 

復活の復がふさわしいと考えました。 

            また、個人的には、『新』と考えました。私は、この４月から富 

           木島小学校に勤務することになり、『新しい学校』・『新しい仲間（教 

           職員）』・『新しい児童（ふきしまっ子）』など、環境が変わることで 

新しいことばかりでした。このことから、個人的には、『新』が今 

年の一年を象徴する漢字だと考えました。 

 皆さんは、「今年の漢字」は何だと思いますか。やってもやらな 

くてもいい宿題として、「今年の漢字」と理由を書いて、校長室ポ 

ストに投函してください。もちろん、一人一作品とします。皆さんの素敵な考えを教えてく 

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復 

新 
ふきしまっ子が躍動した！ ～公民館まつりで伝統芸能披露～ 


